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１
、
教
化
研
究
会
議

【
１
】
第
五
十
七
回
中
央
教
化
研
究
会
議

　
　

期　
　

日　

令
和
六
年
九
月
五
日
（
木
）
～
六
日
（
金
）

　
　

会　
　

場　

日
蓮
宗
宗
務
院

　
　

テ 

ー 

マ　

仏
教
か
ら
戦
争
と
平
和
を
考
え
る

　
　

参 

加 

者　

一
一
四
名

　
　

開
催
趣
旨
（
開
催
要
綱
原
文
の
ま
ま
）

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
侵
攻
を
契
機
と
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
の
戦
争
に
未
だ
終
わ
り
が
見
え
な
い
中
、
昨
年
は
ハ
マ

ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
紛
争
が
勃
発
し
ま
し
た
。
現
在
も

続
く
こ
の
紛
争
は
、
中
東
諸
国
全
体
に
さ
ら
な
る
危
険
な

状
態
を
作
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
周
知
の
よ
う
に
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
起
こ
っ
た
中
東
戦
争
、
そ
の
背
景

に
は
根
深
い
宗
教
的
対
立
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
現
在
の
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
に
お
い
て
も

宗
教
的
対
立
が
原
因
の
一
端
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

従
来
か
ら
宗
教
と
戦
争
の
関
係
に
つ
い
て
様
々
に
議
論

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
宗
教
は
戦
争
の
原
因
と
な
る
の
か
、

ま
た
は
真
の
原
因
を
覆
い
隠
す
為
の
方
便
と
し
て
利
用
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
か
。
ま
た
宗
教
が
戦
争
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
担
い
平
和
の
障
壁
と
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
宗
教
に
よ
っ
て
平
和
が
実

現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。

　

平
和
は
戦
争
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も

の
の
、
戦
争
を
語
ら
ず
し
て
平
和
を
語
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
平
和
と
は
何
か
と

問
う
時
、
同
時
に
戦
争
と
は
何
か
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。

　

ま
た
宗
教
的
な
意
味
で
の
「
原
理
主
義
」
と
「
包
括
主

義
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
宗
教
的
原
理
主
義
は
ア

メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
生
ま
れ
た
言
葉
で
す
が
、

令
和
六
年
度
事
業
報
告
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現
在
で
は
イ
ス
ラ
ム
教
世
界
に
も
適
用
さ
れ
、
根
本
に
立

ち
返
る
こ
と
を
テ
ー
ゼ
と
す
る
考
え
方
で
す
。
宗
教
的
包

括
主
義
も
自
身
の
宗
教
の
優
位
性
へ
の
信
念
を
担
保
と
し

た
上
で
他
宗
教
の
存
在
を
認
め
る
考
え
方
で
す
。
他
方
、

世
界
宗
教
者
会
議
な
ど
で
行
わ
れ
る
宗
教
間
対
話
の
よ
う

に
、
異
質
な
文
化
・
宗
教
同
士
の
共
存
と
、
互
い
が
対
等

な
立
場
で
の
合
意
形
成
を
目
指
す
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
宗
教
と
の
距
離
感
に
係
わ
る
様
々
な
考
え
方

が
戦
争
と
平
和
、
平
和
な
る
世
界
の
実
現
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
私
た
ち
は
知
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
の
教
義
、
そ
れ
を
受
け

止
め
る
私
た
ち
自
身
は
ど
う
考
え
行
動
す
べ
き
な
の
か
が

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
基
に
今
回
の
中
央
教
研
で

は
、「
国
際
政
治
学
の
立
場
か
ら
現
在
の
国
際
紛
争
状
況
」

「
宗
教
哲
学
の
立
場
か
ら
宗
教
と
戦
争
の
関
係
」「
仏
教
と

戦
争
の
関
係
」「
日
蓮
宗
の
立
場
を
改
め
て
検
討
」
等
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
諸
先
生
の
意
見
を
拝
聴
し
、
分
散
会

形
式
で
参
加
各
聖
と
意
見
を
交
わ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

開
催
方
式

　
　
　

①
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　

テ
ー
マ
「
仏
教
か
ら
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
」

　
　
　

［
パ
ネ
リ
ス
ト
］

　
　
　
　

池
上
萬
奈
（
立
正
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
　

鵜
飼
秀
徳
（�

浄
土
宗
正
覚
寺
住
職
・
大
正
大
学
招
聘
教

授
）

　
　
　
　

赤
堀
正
明
（
千
葉
県
常
不
軽
寺
住
職
・
現
宗
研
所
長
）

　
　
　

②�

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
分
散
会
を
設
置
、
そ
れ
ぞ
れ
に
座

長
・
副
座
長
を
設
け
る
。

　
　
　

③
全
体
会
議

　
　
　

④�

後
日
、
各
分
散
会
の
座
長
に
よ
る
報
告
を
聞
き
、
テ
ー

マ
「
仏
教
か
ら
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
」
に
ま
と
め
た
。

講
演
及
び
分
散
会
の
概
要
は
『
宗
報
』
令
和
七
年
一
・

二
月
号
、
詳
細
は
『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
十
九
号
に

収
載
。

【
２
】
教
区
教
化
研
究
会
議

　

十
一
教
区
に
て
開
催
。
日
時
・
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。
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●�

第
四
十
七
回
中
四
国
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
四
分
散
会
〔
管
区
別
〕・
全
体
会
議
）

令
和
六
年
六
月
五
日
～
六
日

島
根
県　

松
江
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
に
て
開
催

テ 

ー 
マ
「
檀
家
制
度
の
再
構
築
」

基
調
講
演
「
檀
家
制
度
の
再
構
築
」

　
　
　
　
　

薄
井
秀
夫
（
株
式
会
社
寺
院
デ
ザ
イ
ン
）

●�

第
四
十
二
回
九
州
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
三
分
散
会
〔
年
代
別
〕・
全
体
会
議
）

令
和
六
年
六
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日

大
分
県　

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「
宗
教
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

基
調
講
話
「�

寺
院
仏
教
は
現
代
人
を
幸
せ
に
で
き
る
の

か
？
」

　
　
　
　
　

�

櫻
井
義
秀
（
新
潟
県
妙
光
寺
修
徒
・
北
海
道

大
学
大
学
院
教
授
・
現
宗
研
特
別
研
究
員
）

●�

第
四
十
四
回
北
海
道
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
九
分
散
会
・
全
体
会
議
）

令
和
六
年
八
月
二
十
八
日

北
海
道
北
部　

ト
ー
ヨ
ー
ホ
テ
ル
旭
川
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「
災
害
時
に
お
寺
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
」

基
調
講
演
「�

災
害
発
生
時
に
お
寺
が
地
域
か
ら
求
め
ら
れ

る
役
割
と
は
」

　
　
　
　
　

谷
川
海
明
（
宮
城
県
法
音
寺
住
職
）

分 

散 

会
「
Ｄ
ｏ
Ｈ
Ｕ
Ｇ
〔
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
〕」

　
　
　
　
　

�

土
子
邦
之
（
北
海
道
上
川
総
合
振
興
局�

地

域
創
生
部
危
機
対
策
室
）

●
第
五
十
四
回
近
畿
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
三
分
散
会
・
全
体
会
議
）

令
和
六
年
九
月
二
十
五
日

滋
賀
県　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ウ
ミ
に
て
開
催

テ　

ー　

マ
「�

災
害
時
に
地
域
の
寺
院
と
し
て
何
が
で
き

る
か
」

基
調
講
演
①
「�

災
害
時
の
人
々
の
心
理
と
こ
こ
ろ
の
防

災
」

　
　
　
　
　
　

�

元
吉
忠
寛
（
関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
教

授
）

基
調
講
演
②
「�

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
─
寺
院
の
備
災
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を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　

�

石
原
顕
正
（
山
梨
県
立
本
寺
住
職
・N

PO

法
人
災
害
危
機
管
理
シ
ス
テ
ムEarth

理

事
長
・
現
宗
研
嘱
託
）

●
第
四
十
回
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
質
疑
応
答
）

令
和
六
年
十
月
八
日

新
潟
県
西
部　

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
上
越
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�

寺
院
消
滅
時
代
『
現
代
の
寺
院
“
経
営
”
を

考
え
る
』」

基
調
講
演
「�

寺
院
消
滅
時
代
『
現
代
の
寺
院
“
経
営
”
を

考
え
る
』」

　
　
　
　
　

�

近
藤
玄
純（
山
梨
県
妙
福
寺
住
職
・SOCIA

L�

T
EM
PLE�

代
表
理
事
）

●
第
四
十
六
回
中
部
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
四
分
散
会
［
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
］・
全
体
会
議
）

令
和
六
年
十
月
十
日

愛
知
県
三
河

刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ア
イ
リ
ス
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「『
法
人
寄
付
不
当
勧
誘
防
止
法
』
と
は
～

　
　
　
　

「
知
ら
な
か
っ
た
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
～
」

基
調
講
演
「『
法
人
寄
付
不
当
勧
誘
防
止
法
』
と
は
～

　
　
　
　

「
知
ら
な
か
っ
た
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
～
」

　
　
　
　
　

�

服
部
功
志
（
神
奈
川
県
常
立
寺
住
職
・
弁
護

士
）

●
第
四
十
一
回
東
北
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
三
分
科
会
・
全
体
会
議
）

令
和
六
年
十
一
月
五
～
六
日

山
形
県　

山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催

テ　

ー　

マ
「
新
た
な
開
教
運
動
～
寺
院
問
題
対
策
～
」

基
調
講
演
①
「�『
新
た
な
住
職
代
務
制
度
』『
寺
院
の
合

併
・
併
合
』
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　

�

根
本
康
秀
（
千
葉
県
神
宮
寺
修
徒
・
日
蓮

宗
宗
務
院
寺
院
僧
籍
課
長
）

基
調
講
演
②
「
新
た
な
開
教
運
動
～
寺
院
問
題
対
策
～
」

　
　
　
　
　
　

�

山
本
是
温
（
山
梨
県
善
行
寺
住
職
・
祖
廟

輪
番
本
部
事
務
長
）

第
一
分
科
会
「�

し
が
ら
み
を
超
え
た
寺
院
の
兼
務
や
統
廃
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合
」

第
二
分
科
会
「�

教
区
・
管
区
・
五
会
と
い
っ
た
宗
門
機
構

の
あ
り
方
」

第
三
分
科
会
「
等
級
制
度
の
現
状
と
課
題
」

●
第
三
十
一
回
北
関
東
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
四
分
散
会
・
全
体
会
議
）

令
和
七
年
二
月
五
日

埼
玉
県

川
口
駅
前
市
民
ホ
ー
ル
・
フ
レ
ン
デ
ィ
ア
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�

戦
争
と
宗
教
─
立
正
安
国
か
ら
世
界
平
和
の

道
─
」

基
調
講
演
「�

戦
争
と
宗
教
─
立
正
安
国
か
ら
世
界
平
和
の

道
─
」

　
　
　
　
　

�

正
木　

晃
（
立
正
大
学
非
常
勤
講
師
・
慶
應

義
塾
大
学
非
常
勤
講
師
）

●
第
四
十
一
回
千
葉
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
八
分
散
会
・
全
体
会
議
）

令
和
七
年
二
月
十
九
日

千
葉
県
北
部

浦
安
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル
東
京
ベ
イ
に
て
開
催
予
定

テ 

ー 

マ
「�

自
分
に
と
っ
て
の
常
不
軽
菩
薩
と
は
～
宮
沢

賢
治
か
ら
み
た
法
華
経
～
」

基
調
講
演
「
宮
澤
賢
治
か
ら
見
た
法
華
経
」

　
　
　
　
　

�

赤
堀
正
明
（
千
葉
県
常
不
軽
寺
住
職
・
現
代

宗
教
研
究
所
長
）

●
第
四
十
九
回
京
浜
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
七
分
散
会
・
全
体
会
議
）

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日

神
奈
川
県
第
三
部

ホ
テ
ル
サ
ン
ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン
に
て
開
催
予
定

テ 

ー 

マ
「�

寺
院
（
宗
教
活
動
）
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
─
加
害
者
に

も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め
に
─
」

基
調
講
演
「�

寺
院
（
宗
教
活
動
）
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
─
加
害
者
に

も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め
に
─
」

　
　
　
　
　

�

秋
山
経
生
（
宗
教
法
制
研
究
会
、
宗
教
法
学

会
所
属
・
立
正
大
学
非
常
勤
講
師
）
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●
第
四
十
八
回
山
静
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
全
体
会
議
）

令
和
七
年
三
月
二
十
七
日

静
岡
県
中
部

静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
グ
ラ
ン
シ

ッ
プ
に
て
開
催
予
定

テ 

ー 

マ
「
寺
院
運
営
の
可
能
性
に
つ
い
て
」　

基
調
講
演
「
寺
院
運
営
の
可
能
性
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　

泉
水
寛
道
（
北
海
道
妙
法
寺
修
徒
）

【
３
】
連
絡
会
議

●
教
区
教
化
研
究
会
議
連
絡
会
議

令
和
六
年
五
月
二
十
一
日

W
eb

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
開
催

内　

容　

①
教
区
教
研
運
営
の
件

　
　
　
　

②
助
成
金
の
件

　
　
　
　

③
中
央
教
研
の
件

　
　
　
　

④
そ
の
他

●
教
化
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議

令
和
六
年
五
月
二
十
二
日

W
eb

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
開
催

内　

容　

①
各
セ
ン
タ
ー
活
動
報
告
・
活
動
計
画
の
件

　
　
　
　

②
助
成
金
の
件

　
　
　
　

③
中
央
教
研
の
件

　
　
　
　

④
そ
の
他

２
、
研
究
・
調
査
活
動

【
１
】
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　

下
記
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

研
究
・
調
査
を
進
め
た
。

●
教
研
会
議
Ｐ
Ｔ
（
村
上
慧
香
・
中
井
本
蓉
・
藤
﨑
善
隆
・

松
井
大
宗
各
研
究
員
、
灘
上
智
生
・
加
藤
彰
晃
・
石
原
顕

正
・
河
﨑
俊
宏
・
柴
田
章
延
各
嘱
託
）

●
教
育
教
化
研
究
Ｐ
Ｔ
（
古
河
良
啓
・
藤
﨑
善
隆
各
研
究
員
、

灘
上
智
生
・
加
藤
彰
晃
各
嘱
託
）

●
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
中
村
龍
央
・
成
田
東
吾
各
嘱
託
）

●
年
次
年
表
作
成
Ｐ
Ｔ
（
小
髙
絢
華
研
究
員
、
坂
輪
宣
政
嘱

託
、
鈴
木
宏
彰
師
・
望
月
康
寿
師
）

●
寺
院
環
境
調
査
Ｐ
Ｔ
（
小
髙
絢
華
・
松
井
大
宗
・
水
谷
進
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良
・
髙
野
光
拡
・
齋
藤
宣
裕
各
研
究
員
、
中
條
曉
仁
特
別

研
究
員
、
坂
輪
宣
政
・
原
一
彰
各
嘱
託
）

●
仏
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
Ｐ
Ｔ
（
村
上
慧
香
・
中
井
本

蓉
・
森
下
恵
王
各
研
究
員
、
横
山
正
見
・
成
田
東
吾
各
嘱

託
、
三
井
妙
真
師
・
丹
羽
宣
子
氏
）

●
新
宗
教
研
究
Ｐ
Ｔ
（
水
谷
進
良
・
髙
野
光
拡
各
研
究
員
、

櫻
井
義
秀
・
伊
藤
瑞
康
各
特
別
研
究
員
、
柴
田
章
延
嘱
託
、

服
部
功
志
師
・
楠
山
泰
道
師
）

●
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
Ｐ
Ｔ
（
菊
岡
妙
光
・
吉
木
祥
介
・
齋
藤
宣

裕
・
本
間
文
裕
各
研
究
員
、
髙
松
由
華
師
・
星
光
照
師
）

●
寺
院
備
災
研
究
Ｐ
Ｔ
（
石
原
顕
正
・
中
村
龍
央
・
成
田
東

吾
各
嘱
託
）

●
葬
送
儀
礼
研
究
Ｐ
Ｔ
（
古
河
良
啓
・
内
藤
善
之
・
吉
木
祥

介
・
中
村
宣
悠
各
研
究
員
、
鈴
木
隆
泰
・
伊
藤
瑞
康
特
別

研
究
員
、
坂
輪
宣
政
・
灘
上
智
生
・
河
﨑
俊
宏
各
嘱
託
）

●
日
蓮
門
下
伝
説
集
成
Ｐ
Ｔ
（
古
河
良
啓
・
庵
谷
行
遠
・
水

谷
進
良
・
森
下
恵
王
各
研
究
員
、
岡
田
文
弘
特
別
研
究
員
、

坂
輪
宣
政
嘱
託
）

●
研
究
例
会
（
小
髙
絢
華
・
古
河
良
啓
・
村
上
慧
香
・
佐
藤

妙
晃
・
中
井
本
蓉
・
藤
﨑
善
隆
・
内
藤
善
之
・
松
井
大

宗
・
庵
谷
行
遠
・
水
谷
進
良
・
菊
岡
妙
光
・
吉
木
祥
介
・

髙
野
光
拡
・
森
下
恵
王
・
齋
藤
宣
裕
・
中
村
宣
悠
・
本
間

文
裕
各
研
究
員
、
鈴
木
隆
泰
・
中
條
曉
仁
・
櫻
井
義
秀
・

間
宮
啓
壬
・
岡
田
文
弘
・
伊
藤
瑞
康
各
特
別
研
究
員
）

●
嘱
託
例
会
（
及
川
一
晋
・
坂
輪
宣
政
・
灘
上
智
生
・
横
山

正
見
・
中
島
信
吾
・
加
藤
彰
晃
・
山
内
寛
久
・
石
原
顕

正
・
河
﨑
俊
宏
・
中
村
龍
央
・
柴
田
章
延
・
都
泰
雄
・
成

田
東
吾
・
原
一
彰
各
嘱
託
）

●
顧
問
会
（
古
河
良
晧
・
蓑
輪
顕
量
・
北
山
孝
治
・
三
原
正

資
各
顧
問
）

【
２
】
第
二
十
五
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会

令
和
六
年
十
一
月
二
十
九
日

日
蓮
宗
宗
務
院
に
て
開
催

研
究
発
表

「
創
価
学
会
の
現
状
を
め
ぐ
っ
て
」

�

水
谷
進
良
（
大
阪
府
新
福
寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

「�
幕
末
の
超
常
現
象
フ
ァ
イ
ル
『
仙
境
異
聞
』
に
確
認
で
き

る
木
剣
儀
礼
の
一
考
察
」
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�

玉
木
晃
仁
（
山
形
県
日
朝
寺
住
職
）�

「�

日
像
上
人
ゆ
か
り
の
高
題
目
の
実
唱
及
び
継
承
普
及
の
成

果
と
課
題
」�

　

中
山�

観
能
（
石
川
県
本
成
寺
住
職
）

「�
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
設
立
さ

れ
た
の
か
─
教
化
学
と
は
何
か
を
具
体
的
に
解
析
す
る
」

�

影
山
教
俊
（
千
葉
県
釋
迦
寺
住
職
）

「
寺
院
縮
小
時
代
の
未
来
を
考
え
る
」

�

齋
藤
宣
裕
（
秋
田
県
法
華
寺
住
職
・
現
宗
研
研
究
員
）

「
賢
治
説
『
個
人
の
幸
福
は
あ
り
え
な
い
』
は
呪
縛
か
」

�

森
下
龍
浄
（
長
崎
県
日
誠
寺
院
首
）

「『
高
齢
単
身
独
居
者
の
喪
主
に
な
る
会
社
』
の
運
営
」

�

髙
野
光
尊
（
長
崎
県
本
立
寺
修
徒
）

「
私
に
と
っ
て
『
良
い
教
育
』
と
は
何
か
─
ガ
ー
ト
・
ビ
ー

ス
タ
の
理
論
を
視
座
と
し
て
─
」

�

中
井
本
蓉
（
栃
木
県
正
法
寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）�

「
ア
メ
リ
カ
日
系
人
の
信
仰
に
つ
い
て
」

�

村
上
慧
香
（
千
葉
県
妙
隆
寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

「
方
便
品
長
行
再
考
」

�

菅
野
龍
清
（
東
京
都
浄
延
院
住
職
・
現
宗
研
主
任
）

【
３
】
研
究
例
会

●
研
究
員
が
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

発
表
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次
の
通
り
。

○
「
雑
誌
『
旅
』
に
お
け
る
寺
院
観
光
の
表
象
に
つ
い
て
」�

�

小
髙
絢
華

○
「
宝
塔
偈
の
一
考
察
」�

古
河
良
啓

○
「
シ
ア
ト
ル
布
教
に
ま
つ
わ
る
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ

と
」�

村
上
慧
香

○
「『
立
正
安
国
論
』
広
本
を
め
ぐ
っ
て
」�

佐
藤
妙
晃

○
「
私
に
と
っ
て
『
よ
い
教
育
』
と
は
何
か
─
ガ
ー
ト
・
ビ

ー
ス
タ
の
理
論
を
視
座
と
し
て
」�

中
井
本
蓉

○
「
ベ
レ
ニ
ケ
出
土
像
を
め
ぐ
る
幾
つ
か
の
問
題
」

�

内
藤
善
之

○
「
①
石
川
県
の
現
状
②
日
蓮
宗
寺
院
に
お
け
るSN

S

利
用

状
況
の
追
跡
調
査
報
告
」�

松
井
大
宗

○
「
安
土
宗
論
に
お
け
る
『
方
座
第
四
の
妙
』
に
つ
い
て
」

�

庵
谷
行
遠

○
「
創
価
学
会
の
公
称
世
帯
数
を
め
ぐ
っ
て
」�

水
谷
進
良

○
「
お
寺
の
活
用
～
私
に
で
き
る
地
域
貢
献
～
」�

菊
岡
妙
光
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○
「『
ほ
と
け
さ
ま
』
と
成
る
死
者
に
つ
い
て
」�

吉
木
祥
介

○
「
過
疎
地
域
寺
院
に
お
け
る
教
師
の
積
極
性
に
寄
与
す
る

要
因
に
つ
い
て
」�

髙
野
光
拡

○
「
海
洋
散
骨
を
中
心
と
し
た
状
況
と
そ
の
是
非
に
つ
い

て
」�

森
下
恵
王

○
「
寺
院
縮
小
時
代
の
未
来
を
考
え
る
」�

齋
藤
宣
裕

○
「
日
蓮
教
学
に
お
け
る
戒
・
定
・
慧
の
三
学
と
儀
礼
」

�

中
村
宣
悠

○
「
子
ど
も
食
堂
『
寺GO
飯in
千
歳
』
を
開
催
し
て
」

�

本
間
文
裕

○
「
新
宗
教
を
ど
う
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
か�

─
新
宗

教
Ｐ
Ｔ
か
ら
の
報
告
」�
櫻
井
義
秀

【
４
】
特
別
講
演

●
令
和
六
年
五
月
十
日

日
蓮
宗
宗
務
院
に
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催

　

「
ク
ィ
ア
仏
教
学
の
必
要
性
」

�

宇
治
和
貴
（
筑
紫
女
学
院
大
学
教
授
）

●
令
和
六
年
七
月
八
日

　

W
eb

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
開
催

　

「
宗
教
は
戦
争
の
原
因
と
な
り
う
る
か
」

�

石
川
明
人
（
桃
山
学
院
大
学
教
授
）

【
５
】
各
種
調
査

●
四
月
三
十
日
、
石
川
県
第
二
部
管
内
に
於
い
て
、
能
登
半

島
地
震
の
被
害
に
係
わ
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

●
五
月
十
四
日
～
十
五
日
、
那
須
塩
原
に
於
い
て
、
宗
祖
の

霊
蹟
・
伝
説
に
係
わ
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

●
五
月
二
十
日
～
二
十
一
日
、
千
葉
県
内
房
に
於
い
て
、
宗

祖
の
霊
蹟
・
伝
説
に
係
わ
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

●
十
二
月
二
十
三
日
、
東
京
都
池
上
本
門
寺
に
於
い
て
、
小

樽
問
答
に
係
わ
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

●
令
和
七
年
一
月
十
四
日
～
十
五
日
、
神
奈
川
県
に
於
い
て
、

宗
祖
の
霊
蹟
・
伝
説
に
係
わ
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

●
令
和
七
年
一
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日
、
茨
城
県
・
千
葉

県
・
東
京
都
に
於
い
て
、
宗
祖
の
霊
蹟
・
伝
説
に
係
わ
る

現
地
調
査
を
行
っ
た
。

３
、
出
版
・
資
料
収
集

【
一
】『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
十
九
号
を
編
集
し
、
発
行
し
た
。
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【
二
】�

教
団
史
研
究
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
各
種
資
料
よ
り
『
令

和
五
年
日
蓮
宗
年
表
』
を
作
成
し
、
配
布
し
た
。

【
三
】�
現
代
教
化
シ
リ
ー
ズ
四
『GRA

N
T
H
A

』
を
編
集
し
、

発
行
予
定
。

【
四
】�『
は
じ
め
て
導
師
を
務
め
る
方
の
た
め
の
葬
儀
読
本
』
を

編
集
し
、
発
行
予
定
。

【
五
】
新
宗
教
関
係
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
六
】
各
種
伝
道
教
化
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
七
】
伝
道
・
教
化
・
研
究
に
必
要
な
図
書
を
購
入
し
た
。

【
八
】�

今
年
度
購
入
・
寄
贈
図
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
の
た
め

の
蔵
書
整
理
と
デ
ー
タ
作
成
を
行
っ
た
。

４
、
研
究
交
流
・
会
議

●
五
月
二
十
五
日
、
青
山
学
院
大
学
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

「
第
三
十
二
回
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会
研
究
大
会
」
に
出

席
。

●
六
月
八
日
、
武
蔵
野
大
学
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
連
続
公

開
講
座
「
仏
教
に
か
け
る
期
待
─
こ
れ
か
ら
の
仏
教
を
考
え

る
─
第
一
回　

日
本
に
お
け
る
社
会
参
加
型
仏
教
：
課
題
と

可
能
性
」
に
出
席
。

●
六
月
八
日
、
専
修
大
学
に
て
「
第
八
十
七
回
宗
教
法
学
会
」

に
出
席
。

●
六
月
二
十
七
日
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
に
て
「
葬
式
仏
教
価

値
向
上
委
員
会　

第
三
十
五
回
研
究
会　

キ
リ
ス
ト
教
の
葬

儀
か
ら
、
仏
教
の
葬
儀
を
考
え
る
─
キ
リ
ス
ト
教
葬
儀
に
は

ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
」
に
出
席
。

●
七
月
六
日
、
武
蔵
野
大
学
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
連
続
公

開
講
座
「
仏
教
に
か
け
る
期
待
─
こ
れ
か
ら
の
仏
教
を
考
え

る
─
第
二
回　

仏
教
教
団
の
戦
争
協
力
と
平
和
運
動
」
に
出

席
。

●
九
月
三
日
、
日
蓮
宗
宗
務
院
に
て
「
日
蓮
宗
相
談
事
業
協
会

（
Ｎ
Ｃ
Ａ
）
総
会
・
第
一
回
相
談
員
研
修
」
に
出
席
。

●
九
月
九
日
、
大
本
教
東
京
本
部
に
て
「
教
団
付
置
研
究
所
懇

話
会　

宗
教
間
対
話
部
会
」
に
出
席
。

●
九
月
十
四
日
～
十
五
日
、
天
理
大
学
杣
之
内
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
「
日
本
宗
教
学
会　

第
八
十
三
回
学
術
大
会
」
に
出
席
。

●
十
月
五
日
、
武
蔵
野
大
学
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
連
続
公

開
講
座
「
仏
教
に
か
け
る
期
待
─
こ
れ
か
ら
の
仏
教
を
考
え
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る
─
第
四
回　

仏
教
と
共
生
─
共
に
支
え
合
う
ご
縁
と
な
る

た
め
に
─
」
に
出
席
。

●
十
月
十
一
日
、
立
正
大
学
に
て
「
令
和
六
年
度
立
正
大
学
仏

教
学
部　

仏
教
文
化
公
開
講
座　

聖
地
ネ
パ
ー
ル
と
日
本
を

つ
な
ぐ
も
の
」
に
出
席
。

●
十
月
十
五
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
ク
ィ
ア
仏
教
学
研
究

会
」
に
出
席
。

●
十
月
十
九
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
国
際
宗
教
研
究
所
・
東

洋
英
和
女
学
院
大
学
死
生
学
研
究
所　

共
催　

二
〇
二
四
年

度
「
生
と
死
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
出
席
。

●
十
月
二
十
日
、
保
田
妙
本
寺
に
て
「
お
虫
干
し
会
」
に
出
席
。

●
十
月
二
十
六
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
日
本
学
術
会
議　

公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

脳
組
織
を
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
の
意

味
を
考
え
る
～
科
学
者
と
哲
学
・
倫
理
学
・
宗
教
学
者
の
対

話
か
ら
～
」
に
出
席
。

●
十
月
二
十
九
日
、
孝
道
山
本
仏
殿
に
て
「
教
団
付
置
研
究
所

懇
話
会　

第
二
十
二
回
年
次
大
会
」
に
出
席
。

●
十
月
二
十
九
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
「
曹
洞
宗
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー　

第
二
十
六
回
学
術
大
会
」
に
出
席
。

●
十
一
月
八
日
～
九
日
、
身
延
山
大
学
に
て
「
第
七
十
六
回　

日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
」
に
出
席
。

●
十
一
月
十
一
日
、
横
須
賀
市
大
明
寺
に
て
「
中
央
奠
統
会
研

修
会　

「
カ
ル
ト
宗
教
」
取
材
し
た
ら
こ
う
だ
っ
た
～
忍
び

よ
る
ト
ン
デ
モ
の
正
体
～
」
に
出
席
。

●
十
一
月
二
十
二
日
、
立
正
大
学
に
て
「
第
四
十
一
回　

仏
教

主
義
学
校
連
盟
弁
論
大
会
」
に
出
席
。

●
十
二
月
四
日
、
七
尾
市
産
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
「『
心
の

ケ
ア
』
研
修
会
」
に
出
席
。（
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
Ｐ
Ｔ
）

●
十
二
月
七
日
、
武
蔵
野
大
学
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
連
続

公
開
講
座
「
仏
教
に
か
け
る
期
待
─
こ
れ
か
ら
の
仏
教
を
考

え
る
─
第
五
回　

仏
教
の
災
害
復
興
支
援
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
ケ
ア
」
に
出
席
。

●
十
二
月
十
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
「
臨
床
仏
教
研

究
所
公
開
研
究
会　

保
護
矯
正
活
動
の
現
実
と
課
題
～
当
事

者
の
支
援
・
寄
り
添
い
の
あ
り
方
と
は
～
」
に
出
席
。

●
十
二
月
十
五
日
、
武
蔵
野
大
学
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

「
第
六
五
五
回　

武
蔵
野
大
学
日
曜
講
演
会　

お
山
す
る
─

霊
山
参
詣
と
日
本
人
」
に
出
席
。
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●
十
二
月
十
六
日
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
「
葬
式
仏

教
価
値
向
上
委
員
会　

第
三
十
七
回
研
究
会　

葬
式
仏
教
と

し
て
の
創
価
学
会
」
に
出
席
。

●
十
二
月
二
十
一
日
、
龍
谷
大
学
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
龍
谷

大
学
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
国
際
研
究
部
門
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

と
ク
ィ
ア
研
究
─LGBT

Q

「
受
容
」
に
向
け
た
イ
ス
ラ
ー

ム
の
試
み
─
」
に
出
席
。

●
十
二
月
二
十
一
日
、
一
ツ
橋
講
堂
に
て
「
第
一
二
〇
回　

歴

博
フ
ォ
ー
ラ
ム　

超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
葬
墓
制
の
再
構

築
を
目
指
し
て
」
に
出
席
。

●
十
二
月
二
十
一
日
、
東
京
大
学
山
上
会
館
に
て
「
大
正
新
脩

大
蔵
経
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
出
席
。

●
十
二
月
二
十
五
日
、
増
上
寺
明
照
会
館
に
て
「
第
三
十
六
期　

第
三
回　

社
会
人
権
審
議
会
」
に
出
席
。

●
令
和
七
年
二
月
一
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
自
死
問
題
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム　

生
き
ご
こ
ち
の
い
い
社
会
を
目
指
し
て
」
に
出

席
。

●
令
和
七
年
二
月
八
日
、
新
宿
区
常
圓
寺
に
て
「
法
華
コ
モ
ン

ズ
一
日
集
中
講
座　

仏
教
は
霊
を
ど
う
考
え
た
か
」
に
出
席
。

●
令
和
七
年
二
月
十
日
、
増
上
寺
光
摂
殿
に
て
「
第
四
十
九
回

浄
土
宗
総
合
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「「
墓
じ
ま
い
」
を
考

え
る
」
に
出
席
。

●
令
和
七
年
二
月
十
五
日
、
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

国
際
宗
教
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
宗
教
か
ら
見
る
中

東
の
戦
争
と
平
和
─
国
際
紛
争
の
宗
教
的
要
因
と
和
解
へ
の

道
」
に
出
席
。

●
令
和
七
年
三
月
十
三
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
庭
野
平
和
財
団

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
若
者
の
宗
教
性
は
ど
う
涵
養
さ
れ
る
の
か
、

さ
れ
な
い
の
か
。
ど
こ
で
、
誰
に
。」
に
出
席
。

●
令
和
七
年
三
月
十
四
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
に
て

「
第
三
十
五
回　

法
華
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
」
に
出
席
。

●
令
和
七
年
三
月
二
十
二
日
、
京
都
大
学
に
て
「
宗
教
哲
学
会　

第
十
七
回
学
術
大
会
」
に
出
席
。

●
令
和
七
年
三
月
二
十
四
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
令
和
六
年

度　

第
一
回
過
疎
問
題
連
絡
懇
談
会
」
に
出
席
。

●
令
和
七
年
三
月
二
十
五
日
、
増
上
寺
明
照
会
館
に
て
「
第
三

十
六
期　

第
四
回　

社
会
人
権
審
議
会
」
に
出
席
。
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●
令
和
七
年
三
月
二
十
七
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
令
和
六
年

度　

智
山
伝
法
院
特
別
講
習
会　

仏
教
教
団
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
研
究
の
現
状
と
展
望
」
に
出
席
。

５
、
講
義
・
講
演

●
第
一
期
信
行
道
場

令
和
六
年
五
月
七
日　

信
行
道
場
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
臨
床
講
義
」

�

鈴
木
智
雄
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
員
）

●
令
和
六
年
度
北
海
道
教
区
布
教
師
会
連
合
会
合
同
研
修
会

令
和
六
年
六
月
四
日　

北
海
道
経
王
寺
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
宗
教
二
世
の
問
題
に
つ
い
て
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

●
第
二
期
信
行
道
場

令
和
六
年
六
月
二
十
五
日　

信
行
道
場
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
臨
床
講
義
」

�

鈴
木
智
雄
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
員
）

●
第
五
十
九
回
立
正
平
和
祈
願
大
法
要

令
和
六
年
七
月
九
日　

宮
城
県
孝
勝
寺
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
祈
願
と
供
養
は
素
晴
ら
し
い
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

●
日
本
宗
教
学
会

令
和
六
年
九
月
十
五
日　

天
理
大
学
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
日
蓮
宗
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
考
え
る
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

●
熊
本
県
布
教
師
会
布
教
講
習
会

令
和
六
年
十
二
月
五
日

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
・
熊
本
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
に

て
開
催

テ
ー
マ
「
怨
霊
の
理
」

�

菅
野
龍
清
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
）

●
長
野
管
区
教
師
研
修
会

令
和
七
年
一
月
二
十
日

長
野
県
・
ホ
テ
ル
犀
北
館
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
仏
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

●
佐
賀
管
区
教
師
研
修
会

令
和
七
年
一
月
二
十
四
日
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佐
賀
県
・
グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ
に
て
開
催

テ
ー
マ
「�

仏
教
か
ら
見
た
死
後
の
世
界
～
死
ん
だ
ら
ど
う
な

る
？
～
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

●
九
州
教
区
布
教
師
会
研
修
会

令
和
七
年
三
月
十
一
日

日
蓮
宗
熊
本
県
宗
務
所
に
て
開
催
予
定

テ
ー
マ
「�

怨
霊
の
理
～
弔
わ
れ
る
も
の
と
弔
わ
れ
な
い
も
の

～
２
」

�

菅
野
龍
清
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
）




